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こもれびの家って？こもれびの家って？

お問い合わせ
南箕輪村社会福祉協議会                       　TEL.(0265)76－5522

障がい者生きがいセンターひまわりの家　 　TEL.(0265)76－7603

　12月の社協理事会において、令和２年度の地域福祉功労者が決定しました。

　長年に渡り社協の地域福祉活動にご協力いただいた方１名と寄付をいただいた方々５名（団体含

む）の皆様です。ご功績につきましては、下表のとおりです。

　地域における福祉への温かいお気持ちに感謝申し上げます。なお、表彰式については、コロナウイ

ルス感染防止対策を図る中、本年実施したいと考えております。
　障がい者の就労支援を行っている「障がい者生きがいセンターひまわりの家」増築施設として

令和2年4月1日に開所しました。

　主にひまわりの家利用者の就労スペースとして利用していますが、この他に、ショートステイ、タ

イムケア事業、休日はボランティア団体の活動など多くの方に利用していただける施設です。

　コロナ禍におけるひまわりの家の取り組みとして、袖付きエプロンの制作を開始しました。使い

捨てタイプで感染症対策や医療、福祉事業所における介助に限らず、汚れやすい環境での作業な

ど様々な場面でご利用いただけることを目指しています。

　最初はどのようにしたら品質を保ちながら効率的にできるか、失敗を繰り返しながらも利用者、

職員と息を合わせ、1枚ずつ丁寧に製作することができています。

　袖付きエプロンをはじめ、企業からいただいている各種作業の売上げは全額利用者の工賃とし

て支給しています。コロナ禍において企業からの受注等減少傾向にある中で利用者の工賃が減少

傾向にあります。働くことへのやりがいもありますが、工賃は生活を送る上で欠かせないものです。

　袖付きエプロンにご興味のある企業様、団体等ありましたら障がい者生きがいセンターひまわ

りの家までお問い合わせください。

　お一人お一人の温かい思いやりで、多くの募金が寄せられました。赤い羽根共同募金

は地域の高齢者や障がいのある人、子どもや家族などのためのさまざまな地域福祉活動

を支える「自分のまちを良くするしくみ」です。南箕輪村で行われる福祉活動に役立て

られるほか、市町村を超えた広域での活動に活かされています。現在は、自然災害や新

型コロナウイルス感染拡大による影響を受けて、困っている人たちを支えることが急務

となっており、赤い羽根共同募金はこのようなことの支える取組みを始めております。

　ご協力いただきました募金は、全て長野県共同募金会本会へ納入し、各地域の地域福

祉推進のためのさまざまな事業や自治会における防災物品整備、就労訓練等を行う障が

い者施設の環境整備等に大切に活用させていただいております。

赤い羽根共同募金

令和2年度地域福祉功労者を紹介します
生涯活躍交流センター「こもれびの家」生涯活躍交流センター「こもれびの家」

一般募金地区別集計結果

法人募金集計結果

地　区　名

久　　保
中　　込
塩 ノ 井
北　　殿
南　　殿
田　　畑

宮 下   努  様

鹿角 義男  様

植田 保定  様

有賀 一人 様 ほか２名

有賀 明子  様

原建設株式会社  様

協力世帯数

協力法人数

141

金　額（円）

379,516

その他の募金

募金箱など
金　額（円）

503

 248 
 130 
 87 
 807 
 288 
 465 

金　額（円）

 124,800 
 65,000 
 43,500 
 402,950 
 139,450 
 232,100 

地　区　名

神 子 柴
沢　　尻
南　　原
大　　芝
大　　泉
北　　原

協力世帯数 金　額（円）

令和2年12月7日 現在

外観

作業風景

利用中の様子

 152,500 
 114,300 
 180,200 
 22,500 
 157,400 
 21,050 

合　　　　　計 3,316 1,655,750

 305 
 222 
 361 
 45 
 316 
 42 

氏名・名称 該当事項 功　績　等

民生委員・副会長

寄　付

寄　付

寄　付

寄　付

寄　付

寄付金

遺志金

遺志金

遺志金

飛沫防止パネル１０枚

民生委員として８年２か月活動、その間に社協副会長として
２年10か月在任し任務を遂行

令和２年度 地域福祉功労表彰者・団体 一覧
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下記の皆様からご寄付をいただきました。ありがとうございました。下記の皆様からご寄付をいただきました。ありがとうございました。

善意をありがとうございました。善意をありがとうございました。

園芸福祉 すみれの会様 … 寄付金 南殿 有賀明子様 … 遺志金

　朗読の会は、平成１３年社協開催の“朗読ボランティア講座”の受講をきっかけに活動を始めたグ

ループです。最初は、視覚障がい者の方に村広報や福祉だよりをテープに録音しお届けする『音訳』

の活動のみ行っていましたが、朗読ボランティアの講師を務めていただいた伊那市在住の高島先生に

引き続き講師をお願いし、月１回発声練習や朗読などの勉強会も行い、“相手に伝えること”を意識

し練習を行っています。また、平成２８年に社協で開催した “絵本の読み聞かせ講座”を機に、村内

５保育園での『絵本の読み聞かせ』の活動がスタートしました。

　現在、会員１３名で活動しており、月１回の定期勉強会を行っています。内容は、呼吸の練習や滑舌

を良くするための口の体操などを行った後、年に２作品ぐらいを題材として朗読し、作者が何を伝え

ようとしているか、文章をどう伝えるのか、深く読み解いていく勉強も行っています。

　会員の皆さんからは、「声を出すことは脳の活性化につながり、身体にもいい。長く続けていきた

い。」「絵本の読み聞かせを通じて、子ども達と触れ合えるのが嬉しい。」「目を見て相手に言葉を伝

えることの大切さを学んだ。良いものを届けられるよう勉強していきたい。」など楽しく、また熱心に

活動されている様子が伺えました。

　今年度の保育園への読み聞かせは、新型コロナウイルスの影響で中止になってしまいましたが、月

１回のＣＤへの音訳と勉強会は感染予防を行いながら行っています。

　切手整理ボランティアは、平成２７年に活動をスタートしました。インターネットや携帯電話の普及

で手紙を出す機会が少なくなった今日ですが、何かの役に立ててほしいと社協へ使用済み切手をお

持ちいただく方や村役場や郵便局へお持ちいただいた使用済み切手を預かる機会が増えたことが

きっかけです。

　ボランティアの活動は、お預かりした使用済み切手を消印が残るようにハサミで形を整え、仕分け

します。それを当社協が“ ＮＰＯ法人 誕生日ありがとう運動本部 ”へ送ります。誕生日ありがとう運

動本部は、知的ハンディキャップの問題の正しい知識の普及を目的として、誰にでも年に一度めぐって

くる誕生日を福祉に積極的に関わっていく日とし、みんなが力を合わせて、偏見や差別のない明るい

福祉社会をめざす、草の根福祉運動を行っています。使用済み切手は切手業者に買い取ってもらい、

業者を通じて世界の切手収集家等が購入します。そしてその売上金は、知力ハンディキャップの問題

の社会啓発資金として活用されています。

　切手整理ボランティアは、現在２名で、月１回程度不定期で活動を行っています。おしゃべりをしな

がら、いろいろなデザインの切手を見つけるのも楽しみの１つだとお話しいただきました。今後も楽

しみながら活動を続けていっていただければ嬉しいです♡

　最後に、使用済み切手を寄附いただきました個人や企業のみなさま、ご協力ありがとうございま

す。引き続き、社協と役場の玄関口に『使用済み切手回収箱』を設置しております。みなさまのご協力

お待ちしておりますと共にボランティアに参加してみたいと思う方は是非ご連絡ください。

“声を届けるボランティア”ぜひ皆さんも参加してみませんか？

前々回に引き続き今回は２つのボランティアグループを紹介します。

高島先生の指導を受けながらの勉強会の様子（社協ボラセンにて）

消印が残るよう切り取り作業の様子▶

切手整理
ボランティア 声を届けるボランティア

朗読の会

2

ボランティアに関するお問い合わせは…

南箕輪村社会福祉協議会 地域福祉係
TEL.76 -5522

までお気軽にお問い合わせください。
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業者を通じて世界の切手収集家等が購入します。そしてその売上金は、知力ハンディキャップの問題

の社会啓発資金として活用されています。

　切手整理ボランティアは、現在２名で、月１回程度不定期で活動を行っています。おしゃべりをしな

がら、いろいろなデザインの切手を見つけるのも楽しみの１つだとお話しいただきました。今後も楽

しみながら活動を続けていっていただければ嬉しいです♡

　最後に、使用済み切手を寄附いただきました個人や企業のみなさま、ご協力ありがとうございま

す。引き続き、社協と役場の玄関口に『使用済み切手回収箱』を設置しております。みなさまのご協力

お待ちしておりますと共にボランティアに参加してみたいと思う方は是非ご連絡ください。

“声を届けるボランティア”ぜひ皆さんも参加してみませんか？

前々回に引き続き今回は２つのボランティアグループを紹介します。

高島先生の指導を受けながらの勉強会の様子（社協ボラセンにて）

消印が残るよう切り取り作業の様子▶

切手整理
ボランティア 声を届けるボランティア

朗読の会

2

ボランティアに関するお問い合わせは…

南箕輪村社会福祉協議会 地域福祉係
TEL.76 -5522

までお気軽にお問い合わせください。
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受付・お問い合せ

１月 ・ ２月
３月 ・ ４月
の相談日

１月９日 ・24日

２月13日 ・28日

３月13日・28日

４月10日・25日

★  結 婚 相 談  ★

１月22日

２月26日

３月26日

４月23日

★ 司法書士法律相談 ★

(予約が必要です)

■心配ごと相談は、随時受け付けています。事前に社会福祉協議会 (７６－５５２２)へ連絡をお願いします。

南箕輪村
社会福祉協議会
各事業所への
直通電話

南箕輪村
社会福祉協議会
各事業所への
直通電話

連　絡　先 電話番号

事務局(総務・地域福祉・ヘルパー)

ディサービスセンター(松寿荘)

居宅介護支援事業(ケアマネ)

生きがいセンター(ひまわりの家)

ぽっかぽかの家

76－5522　携帯電話 080－1302－3995

76－8786

78－5515　携帯電話 090－1465－5727

76－7603

76－7604

年末年始の休業についてお知らせ

緊急連絡先

【事務局】

080-1302-3995
【ケアマネ】

090-1465-5727

事務局

移送サービス

居宅介護(ケアマネ)

ディサービスセンター

ヘルパーステーション

生きがいセンター

ぽっかぽかの家

12月29日(火) から１月3日(日)まで

12月29日(火) から１月3日(日)まで

12月29日(火) から１月３日(日)まで

12月30日(水) から１月３日(日)まで

無　　休

12月29日(火) から１月３日(日)まで

12月29日(火) から１月３日(日)まで

◆米・野菜
現物をお預かりできないため、

協力者リストに登録をお願いいたします。

現物をお預かりいたします。

・南箕輪村社会福祉協議会に
　お持ちいただくか、お問い合わせください。

※現物は賞味（消費）期限が１か月以上残って
いるものに限らせていただきます。

◆レトルト食品・インスタント食品・缶詰

ご寄付いただきたい食料 ご寄付いただいた食料は、

上伊那にお住まいの方の支援に

活用させていただきます。

・協力者名、住所、連絡先、協力可能期間をお知らせください。

・提供依頼があった時に南箕輪村社会福祉協議会より連絡して、

　品物を受け取りにお伺いします。

フードバンクに
　　ご協力をお願いします

　わたしたちのまわりには今日食べるものもなく、その日の生活に困っている人がいます。南箕輪
村社会福祉協議会では、こうした生活に困っている方に、企業やご家庭からご寄付いただいた食
料を自立支援機関等を通じて支援しています。
　また、提供いただいた食料は、子どもの居場所や体験づくりとして取り組まれている子ども食堂
や子どもカフェへも食材提供させていただいております。
　次のとおり食料募集を実施しますので、ぜひご協力（ご寄付）をお願いいたします。

南箕輪村社会福祉協議会　地域福祉係
〒399-4511 上伊那郡南箕輪村 2380-1212　ＴＥＬ：0265-76-5522　ＦＡＸ：0265-78-3669
受付時間：月曜日～金曜日（祝日を除く）午前 8 時 30 分～午後 5 時 30 分


